
こんにちは。 
株式会社アイランド・ブレインです。 
 
先週末はＦ１のモナコグランプリが開催され、 
中嶋一貴選手が日本人で初めて伝統のモナコグランプリで 
ポイントを獲得しました。 
 
先日のスーパーアグリチームのＦ１からの撤退の発表には 
大きな衝撃を受けました。発足当初から資金難であることは 
報じられていましたが、撤退の現実を目の当たりにすると 
あらためてＦ１への参戦の難しさを感じました。 
 
撤退の決断をした鈴木亜久里代表の気持ちは 
本人にしか分からないですが、鈴木代表や 
佐藤琢磨選手の分まで、同じ日本人として中嶋選手に 
これからもがんばってほしいですね。 
 
このメールは今まで弊社のメンバーと名刺交換をして 
頂いた方に送らせていただいておりますが、配信停止を 
ご希望される方はお手数ですが下記アドレスまで 
ご連絡下さい。 
配信停止はこちらまで → mail@islandbrain.co.jp 
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       ◆◇ 新規開拓物語 VOL.6 ◇◆ 
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■勢いや熱意が伝わらなくても、アポイントは取れるのでは？ 
 
今日は、希望に満ちた入社から一転、半年間受注が 
あがらずに自信を失くしてしまった、求人広告会社の 
新人営業マンのお話しの続きです。 
 
入社から半年たったある日、社長様から声がかかりました。 
 
受注があがらないから怒られるのか、他の部署への異動か、 



もしかしたらクビかも・・・不安が頭をよぎりました。 
 
「今日から２週間でいいから、テレアポをやめて、 
マネージャーのアポイントに同行してきて。」 
 
彼はその言葉を聞いてとりあえずほっとしましたが、 
でもその真意は分からず何か変な気持ちになりました。 
でも、同行しろという指示ですので、それには従うしか 
ありません。 
 
社長様は彼がテレアポをするのを見ていて、 
性格が優しいあまりに、新人に必要とされる元気さや、 
良い意味での図太さが欠けていることに気付きました。 
勢いと熱意があれば押し切れるようなところでも、 
相手の迷惑そうな雰囲気を感じると引いてしまいます。 
 
マネージャーに同行した彼が見たアポイントの現場は、 
彼が入社前に思い描いていたようなものでした。 
クライアントの経営者は、自社の採用についてのアドバイスを 
マネージャーに求め、課題の解決策を提案してくれるよう 
依頼をしてきます。 
 
それに対してマネージャーは、クライアントの課題を解決する 
的確な提案を行い、確実に受注につなげていきます。 
マネージャーに同行をした２週間で、彼は人材採用についての 
知識や活きたノウハウを間近で見ることができました。 
 
そして、２週間後にテレアポを再開しました。 
 
「もしもし、株式会社○○の△△ですが、私どもは 
人材採用のお手伝いをしている会社でして、 
いま御社で採用のご予定はありますか？」 
 
「あると言えばあるけど、前も営業職を募集して 
取れなかったからね。」 
 



「そうなんですね。現在は以前と違い、営業職希望で 
転職する方の傾向に変化が見られます。 
転職を希望する年齢層もより若くなっており、 
そういった方に響くような原稿でないと結果に結びつき 
にくくなっています。」 
 
これは、同行したマネージャーがアポイントの現場で 
言っていたことのコピーでした。彼はマネージャーになりきって 
採用のノウハウを伝えました。 
 
「そうなんだね。その時は特に原稿の内容は 
気にしてなかったね。」 
 
「御社に近い業態の会社様の成功事例もお持ちして 
ご提案もできればと思いますので、１度おうかがいしても 
よろしいですか？」 
 
「いいよ。いつだったら来れるの？」 
 
その会社が彼の初受注の会社となりました。 
 
テレアポに勢いや熱意は大切。しかし、それが苦手な 
人も多くいる。そういった人でも採用の知識やノウハウが 
豊富ならば、勢いや熱意を見せるのが苦手でもアポイントが 
取れるのではないか？ 
 
社長様はこの仮説を立て、彼をマネージャーに 
同行させました。そしてこの仮説は見事に当たりました。 
 
今では彼のクライアントも増え、真のコンサルタントへの道を 
進んでいます。そして、彼の成功体験は、彼と同じように 
テレアポへの苦手意識を持つ後輩の励みになっています。 
 
 
（次週は・・・  
 



 市場に認知されていない商品をどう売るか？ 
 自社の商品への思い入れとこだわりを捨てて成功した、 
 ある映像制作会社の新規開拓物語です。） 
 
 
■□―――――――――――――――――――――― 
BtoBの新規開拓のご相談は下記までご連絡下さい。 
株式会社アイランド・ブレイン 
MAIL info@islandbrain.co.jp 
URL  http://www.islandbrain.co.jp 
TEL   052-459-1050 
――――――――――――――――――――――□■ 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
このメールマガジンは、株式会社アイランド・ブレインの 
メンバーと名刺交換をしていただいた方に配信をしています。 
お心当たりのない方、配信停止をご希望される方は 
お手数ですが下記メールアドレスまでご連絡下さい。 
配信停止はこちらまで → mail@islandbrain.co.jp 
 
【発行元 お問い合わせ先】 
株式会社アイランド・ブレイン 
〒453-0013 名古屋市中村区亀島一丁目１番１号 
MAIL info@islandbrain.co.jp 
URL  http://www.islandbrain.co.jp 
TEL   052-459-1050 
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